
「この一年間、大切にして欲しいこと。」 

桜花満開の中、入学式と１学期の始業式を行うことができました。春は、新しい出会いがあります。希望に満ち

た新１年生と新たな教職員を迎え、本年度の教育活動をスタートさせました。入学式では、厳粛な雰囲気の中、

緊張しながらも中学校入学の喜びと本校の一年生として頑張ろうとする新入生の皆さんの決意を感じ、とても嬉

しく思いました。保護者の皆さまは感慨深いものであったと思います。２・３年生には、体育館にて三年ぶりの新

任式・一学期始業式を行い、年度当初に生徒たちに以下のような話をしました。 

昨年度末から、生徒の皆さんにはこの一年間の目標や夢を決めること、そしてその目標に向けての「良い準

備」をして欲しいと話をしてきました。しかし、その目標に立ち向かう中で、きっといくつものハードルや大きな壁

が現れるはずです。その困難に出会ったときにこんな視点で乗り越えて欲しいと、次のような問題を出しました。 

「マッチ棒３本を縦に並べると『川』の字になります。その川の下に１本のマッチ棒をおくと『山』という字にな

りますが、マッチ棒を４本だけ使って、たんぼの『田』という文字を作ってください。」 

この問題の答えは、いくつか考えられます。まずは、力わざでの解答です。 

「３本のマッチ棒を半分に折って、６本にして『田』をつくり、１本を余らせる。」 

さすがにこの解答では、納得のいかない人はいると思いますが・・・問題を聞いてすぐに、「もう分からない。

考えるのをやめよう。」と考えるより、ずっと素晴らしい行動だと思います。体育祭や文化祭の取組や部活動の試

合中には、きっと困難な課題が現れてくるはずです。その時に、課題の大きさに圧倒されてあきらめたり、面倒く

さいからやめてしまったりすることは、何としても避けて欲しいのです。少々力わざになってもかまいません。何と

か、仲間と相談し、協力しながら、あきらめない気持ちを持って欲しいと思います。 

次の解答は、「田んぼの『田』は、漢字で書くこととは、指定していないので、ひらがなで『た』という字を書

く。」というものです。 

学校生活の中で困難に出会ったときに、少しくらい妥協してでもよいので、「解決できることがないか。」を、仲

間と話し合いをして欲しいと思います。そして、みんなで話し合う中で、納得解や妥協点や解決策を見つけてくだ

さい。そのために、みんなには心理的安全性を確保して欲しいと思います。『心理的安全性』とは、組織や集団の

中で、自分の考えや気持ちを誰に対してでも安心して発言できる状態のことです。そして、心理的安全性を高め

るためには、次の４つの環境を作り上げることが大切です。 

一つ目は「話しやすさ」。話しやすい雰囲気を大切にしてください。 

二つ目は「助け合い」。お互いに助け合える環境を作ってください。 

三つ目は「挑戦」。結果を恐れずに、挑戦することを歓迎できる環境を作って欲しいと思います。 

最後に「新奇歓迎」。常識にとらわれず、一人ひとりの強みや個性、新しい発想を受け入れる環境を是非作っ

てください。最初の力わざの解答である「マッチ棒を折る」という解答を、「なるほど」と受け入れる環境を作って

欲しいのです。 

さて、最初に挙げたマッチ棒の問題の最適解は、「マッチ棒を束ねて、火のつかないおしりの方から眺める。四

角のマッチ棒をおしりから見て『田』の字に見えるように束ねる。」というものです。マッチ棒を側面から見るので

はなく、下から見るという「視点」を変えることがポイントです。皆さんに、最後に伝えたいことは、見る視点を変え

ることを大切にして欲しいということです。 

困難や課題にぶつかった時には、まずは「あきらめない」、そして「視点を変えてみる」。最後には、心理的安全

性を大切にしながら、みんなで話し合って、みんなが納得できる克服策を見つけ、仲間で大きな壁やハードルを

乗り越えて欲しいと思います。 

以上のことを大切にすれば、どんな結果であっても、悔いの残らないものになると思います。詳徳中学校のみ

なさんの健闘を心から祈っています。 

保護者の皆様、地域の皆様、心が大きく揺れる思春期の生徒たちに、これまで同様、各方面からのご支援をよ

ろしくお願い申し上げます。                                亀岡市立詳徳中学校長  川口 研一 
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詳徳中学校ホームページを随時更新しています。是非、ご覧下さい。 

令和５年度 教職員組織  

校  長  川口 研一              

教  頭  新原 孝也              

教務主任  市場良太郎（保体・男子ﾊﾞｽｹｯﾄ部） 

１年主任  北山 和正（国語・陸上競技部） 

１組担任  小西 亮汰（理科・学習・文化部）           

２組担任  三宅 歩美（家庭・女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部） 

３組担任  吉岡 玲奈（国語・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部） 

４組担任  九笹健太郎（数学・男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部） 

５組担任  村上 眞生（保体・陸上競技部） 

生徒指導主任 奥田 和正（数学・野球部）    

人権教育主任 石山 真美（社会・卓球部） 

副 担 任  吉田 洋子（数学・陸上競技部） 

小中連携加配 河野多恵美（英語・吹奏楽部） 

    

２年主任  木村ます美（国語・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部） 

１組担任  藤林理恵子（社会･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部)  

２組担任  藤田由起栄（英語・卓球部） 

３組担任  坂本侑津希（理科・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部） 

４組担任  松本 洋子（英語・男子ﾊﾞｽｹｯﾄ部） 

５組担任  光枝 良祐（理科・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部） 

わかば担任 村山   爾（社会・学習・文化部） 

研究主任  葛西 利安（技術・吹奏楽部） 

特別活動主任 伊東貴代恵（音楽・吹奏楽部） 

副 担 任   吉岡 裕香（数学・美術部） 

副 担 任  道場 達朗（保体・サッカー部） 

今年度 よろしくお願いします 

３年主任  松岡 瑞久（理科・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部）                 

１組担任  池添 友輔（数学・女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部）

２組担任  寺町 法子（英語・男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部） 

３組担任  丸山 知美（国語・卓球部） 

４組担任  村田 憲哉（社会・野球部）  

５組担任  伊東 由美（保体・女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部） 

あおば担任 前田 直美（保体・陸上競技部） 

インターンシップ加配  羽柴多惠子（英語・学習・文化部） 

進路主任  小谷 貴之（英語・サッカー部） 

副 担 任  松本 恵子（美術・美術部） 

 

教科指導  中村 陽子（家庭） 

鈴木  亙（美術） 

城後 信之（社会） 

小寺 美絵（英語） 

養護教諭   大滝 文美（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部） 

事務職員   栗林かおり 

用  務  中西  裕 

伊藤 洋子 

不 登 校 支 援 シ ス テ ム 加 配・心の居場所サポーター  中澤 友子 

特別支援教育支援員  多田賀奈子    

英語実習助手  ダニエラ・フィゲロア 

スクールサポートスタッフ 杉森 榮衛 

まなび・生活アドバイザー 加藤 直人 

スクールカウンセラー   古澤 文子 

スクールカウンセラーへの相談について 

学習や友人関係、心身の成長・発達等、相談の希望がありましたら、担任もしくは

教育相談担当（養護教諭 大滝）までご連絡ください。相談日時を連絡調整させて

いただきます。スクールカウンセラー来校予定日：金曜日（10：15～18：00） 


